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別紙様式２ 
新潟県立新潟県新潟南高等学校 基礎枠 

認定第Ⅰ期目 07～11 
 

①令和７年度スーパーサイエンスハイスクール認定枠実施報告（要約） 
 
 ① 取組の目的  

地方の公立高校普通科において、質の高い課題研究をとおしてイノベーション人材に必要な資質・

能力を全校体制で育む、産官学及び卒業生等の人材を有効に活用した持続可能な指導支援体制「江風

ＳＳＨエコシステム」を、地域社会を巻き込んで構築し、全国の公立高校のモデルとなる。 
 ② 取組の概要  

１ 持続可能な指導支援体制「江風ＳＳＨエコシステム」の構築・活用 
・生徒向け講演会、教員研修等における「江風サポーターズ」登録者の活用 
・課題研究における「江風サポーターズ」登録者からの支援体制の構築 
２ 確かな専門性をもって挑戦し続ける科学技術イノベーション人材の育成 
○「江風探究ユニット」（１年生・総合的な探究の時間の一部） 
・課題発見力や仮説設定力など、課題研究に必要な基礎力を身に付ける 
○「江風ＳＳⅠ」（１年生普通科理数コース・１単位） 
・データサイエンス、ミニ課題研究を通して統計学の知識や論理的な考察力を身に付ける 
○「江風ＳＳⅡ」（２年生普通科理数コース・２単位） 
・各自が設定したテーマについて課題研究を行い、課題発見力、課題解決力を向上させる 
○「江風ＳＳⅢ」（３年生普通科理数コース・１単位） 
・ＳＳⅡをさらに追究・発展させて考察を深め、成果を発信する 
３ 身近な課題の解決により社会に貢献するイノベーション人材の育成 
○「江風探究ユニット」（１年生・総合的な探究の時間の一部） 
・課題発見力や仮説設定力など、課題研究に必要な基礎力を身に付ける 
○「江風ＳＳＧ」（２年生普通科・１単位） 
・設定したテーマについて、「良い問いを立てること」を重視し、主体的・協働的に課題研究を行う 
４ グローバルな視点をもったノベーション人材の育成 
○江風グローバル研修（２年生普通科理数コース＋普通科希望者・ＳＳⅡ及びＳＳＧの一部） 
・海外提携校及びＪＩＣＡ研修員との課題研究を通した国際交流活動を行う 
５ 授業改善に係る取組 
・教職員研修「イノベーション人材育成シンポジウム」の充実 
・ルーブリックの改善・見直し 
６ 科学技術人材育成に関する取組内容・実施方法 
・「次世代科学技術チャレンジプログラム（ＳＴＥＬＬＡ）」への参加 

 ③ 令和７年度実施規模  
 

 第1学年 第2学年 第3学年 計 対象 

課程 学科 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数  

全校生徒を 

対象に実施 

 
全日制 

普通 326 8 318 8 315 8 959 24 

 （文系） － － (156) (4) (148) (4) (304) (8) 

（理系） － － (162) (4) (167) (4) (329) (8) 

理数コース 40 1 41 1 40 1 121 3 

計 366 9 359 9 355 9 1080 27 
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 ④ 取組の内容  
１ 持続可能な指導支援体制「江風ＳＳＨエコシステム」の構築と活用 

異動による教員の入れ替わりなどがあっても、課題研究の質を維持、

向上させることができるよう、地域人材や卒業生（「江風サポーター

ズ」）と一体になった持続可能な指導支援体制を構築し、それらの効果

的な活用を行う。 
○「江風サポーターズ」による支援 

「江風サポーターズ」に登録している大学、企業及び卒業生等を活

用し、無償で探究活動の指導や助言を受けたり、講演会の講師派遣を

依頼したりすることができた。また、県内の３大学と連携協定を締結

し、講演会や出張授業、課題研究の指導などを無償で実施することが

できた。 
「江風サポーターズ」の専門性により、生徒の課題研究の質、及び

教員の専門性、指導力の向上が期待される。 
 
＜Ｒ７年度 江風サポーターズ・連携大学等活用状況＞ 

１年 研究倫理講演会（４月）     ･･･ 新潟薬科大学 
データサイエンス出張授業（９月）･･･ 開志専門職大学 
研究テーマ設定相談会（２月）  ･･･ 新潟大学 

２年 課題研究の指導（５回程度）   ･･･ 地元企業・卒業生 

＊ほか、校内の各種発表会等に参加し、指導・助言を行った。 
 
２ 確かな専門性をもって挑戦し続ける科学技術イノベーション人材の育成（普通科理数コース） 

普通科理数コース（１クラス）の生徒を対象として、イノベーション人材に必要な資質・能力を育

み、確かな専門性をもって挑戦し続ける科学技術イノベーション人材の育成を目指す。 
＜普通科理数コースの取組＞ 
○「江風探究ユニット」（１年生・総合的な探究の時間の一部） 

課題解決の基礎を学ぶため、「わたしのまち“新潟”の未来を創る仮説を実証しよう」という

テーマで、新潟市や企業、大学などからの地域課題を受けて、課題研究のテーマ（行政・まちづく

り 30 班、企業（企画・開発・企業）15 班、医療 16 班、マイプロジェクト６班、グローバル 20

班、メディア・スポーツ・アート 10班）を設定し、個人またはグループでの課題研究を行った。 

全体コーディネートを「NIIGATA マイプロジェクト☆LABO」に依頼し、全体計画のうち５時間の

講師やファシリテーターを務めていただいた。その企画の一つである分野別ゲスト講演会（７月）

では、行政や企業の方々が各分野に分かれて講演や出前授業を実施した。 

成果はスライドでまとめ、12 月には１年生全員参加の発表会において全班が口頭発表を行った。 

 
＜分野別ゲスト講演会の協力団体・企業＞ 

行政・まちづくり（新潟市役所）、医療（新潟県福祉保健部）、アート（新潟市芸術文化会館） 
グローバル・メディア・出版（ＩＰＣ財団）、企業・マイプロジェクト（株式会社 DERTA） 
スポーツ（株式会社新潟レディースフットボールクラブ） 

 
４～５月 探究ユニット① ガイダンス・２年生による取組紹介 

７月   探究ユニット② 課題の発見と仮説設定、分野別ゲスト講演会 

９～10月  探究ユニット③ 仮説の検証と発表準備 

 11～12 月  探究ユニット④ スライド作成と発表 

 １～２月 探究ユニット⑤ 論文作成 

サポーターの支援を受けた生徒
が、本校卒業後にサポーターとな
り、多様な他者と有機的に結びつ

きながら後輩を支援し、さらに次
のサポーターを生み出す、人材の
環流が実現することから「エコシ

ステム」と名付ける 
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○「江風ＳＳⅠ」（１年生普通科理数コース・１単位） 
２年次以降の課題研究を高度なものにするため、課題研究の基礎としてデータ分析、実験手法、

課題研究の仮説設定等に取り組んだ。 

まず、データサイエンスの基礎講義（Excel の分析ツールを用いた基本統計量、ヒストグラム、

相関係数、回帰分析などの学習）を実施し、その後、物理・化学・生物分野の模擬テーマ（振り子

の周期とおもりの質量・糸の長さの関係性、マイクロスケール実験（チオ硫酸ナトリウム水溶液と

塩酸との反応）、反応速度の計測（落下するものさしをキャッチしよう））を与え、ミニ課題研究

を行った。これらの活動を通して、研究の作法と課題解決能力の基礎を身につけるとともに、デー

タサイエンスで学んだデータ処理を実践した。 
２月には新潟大学理学部と連携し、２年次以降の課題研究「江風ＳＳⅡ・ＳＳⅢ」のテーマ設定

相談会を実施した。物理・化学・生物・数学の各分野に分かれ、大学教員や大学院生などからテー

マ設定に関するアドバイスを受け、テーマ設定・検証方法などを再考した。 
 

４～７月 データサイエンス講義・演習 

８～９月 理数通信作成・発表（各自興味のある内容について調べ、課題等についてまとめた） 

９月   データサイエンス出張授業 ～生成 AIの利用法～（講師：開志専門職大学） 

９～11月  ミニ課題研究（物理・化学・生物） 

 12 月      ミニ課題研究発表会 

 １～３月 課題研究テーマ設定 

 ２月   課題研究テーマ設定相談会（於 新潟大学理学部） 

 
○「江風ＳＳⅡ」（２年生普通科理数コース・２単位） 

「江風探究ユニット」・「江風ＳＳⅠ」で育成した知識・技能を活用しながら研究テーマを設定

し、大学等と連携しながら主体的かつ協働的に課題研究を行うことで、論理的思考力及び批判的思

考力の育成を図った。 
各班（１班３，４人）で研究テーマを設定（数学２テーマ、物理２テーマ、化学３テーマ、生物

４テーマ）し、課題研究に取り組んだ。先行研究の調査を行い、仮説を立て、科学的手法に基づい

た実験、データサイエンスを用いたデータ分析及び考察を行った。 
９月には江風サポーターズ（卒業生）が来校し、実験方法やデータのまとめ方など困っているこ

とについてアドバイスを行った。11 月には中間発表（口頭発表、ポスター発表）を行うことで、研

究内容の理解をより深め、発表する力を養った。また、運営指導委員や大学教員等の意見やアドバ

イスにより、研究内容の修正点や新たな課題が見つかり、それ以降の研究に生かすことができた。 

10 月からは課題研究と並行して「江風グローバル研修」に取り組むため、研究を継続しながら英

語のスライド作成や発表準備に取り組んだ。 

 

４月～  テーマ設定、仮説、実験・検証 

６月   文華高級中等学校（台湾）来校（交流・研究紹介） 

７月   新潟県 SSH 生徒研究発表会（長岡市：ポスター発表） 

９月   SSⅡ課題研究中間報告会（本校：江風サポーターズ（卒業生）によるアドバイス） 

10 月～   文華高級中等学校（台湾）との交流（メッセージのやり取り等）＊江風グローバル研修 

11 月    SSⅡ課題研究中間発表会（本校：口頭発表、ポスター発表） 

11～12 月  英語スライド作成 

 １月   JICA 研修員との交流①（異文化理解サイエンスワークショップ）＊江風グローバル研修 

 ２月   JICA 研修員との交流②（課題研究に関するディスカッション）  ＊江風グローバル研修 

３月(予定)文華高級中等学校（台湾）とのオンライン合同発表会         ＊江風グローバル研修 

 ３月(予定)SSG・SSⅡ課題研究発表会（本校：英語スライドを用いた中間発表） 
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○「江風ＳＳⅢ」（３年生普通科理数コース・１単位） 
「江風ＳＳⅡ」の課題研究（数学２テーマ、物理２テーマ、化学４テーマ、生物３テーマ）につ

いて、これまでの「江風ＳＳⅡ課題研究中間発表会」や「江風グローバル研修」で受けた指導助言

をもとに、研究内容を深掘りし、さらに追究・発展させて考察を深めた。 
７月にはこれまでの成果を「江風ＳＳⅢ課題研究成果発表会」においてスライドを用いた口頭発

表を実施し、データ処理技術、統計データの活用能力、プレゼンテーション能力等の一層の向上を

図った。 
８月以降は論文作成に取り組み、その成果を校外の発表会、科学コンクール、コンテスト等で発

表することにより、校内外に広く発信した。 
また、後輩への引き継ぎや探究手法の継承のため、これまでの課題研究の振り返りを行い、今年

度の課題や今後の展望等をまとめてデータベース化を行った。 
 

４月～  テーマ設定、仮説、実験・検証 

７月   SSⅢ課題研究成果発表会（本校：口頭発表） 

７月   新潟県 SSH 生徒研究発表会（長岡市：口頭発表） 

８月   SSH 生徒研究発表会（神戸市：ポスター発表） 

９月～  論文作成・コンテスト応募・データベース化 

 
３ 身近な課題の解決により社会に貢献するイノベーション人材の育成（普通科） 

普通科（８クラス）の生徒を対象として、イノベーション人材に必要な資質・能力を育み、身近な

課題の解決により社会に貢献するイノベーション人材の育成を目指す。 
＜普通科コースの取組＞ 
○「江風探究ユニット」（１年生・総合的な探究の時間の一部）  

＊普通科理数コースと同じ 
 
○「江風ＳＳＧ」（２年生普通科・１単位） 

「江風探究ユニット」からの接続により、探究的な取組をより深化させて、大学や各外部機関と

連携しながら全職員で課題研究の課題設定、研究の進め方、検証方法、科学的探究方法を学習す

る。自らの興味や地域の課題からテーマを設定し、大学や企業などと連携しながら主体的かつ協働

的に課題研究を行ことで、論理的思考力及び批判的思考力の育成を図った。 
４月には研究倫理講演会で研究倫理を学び、５月の分野別講演会では６分野に分かれ大学や企

業、団体の方々、教員から、問いの立て方や実証方法、データ種別についての講演・ワークショッ

プを行い、理解を深めた。また、江風サポーターズや外部機関と連携し、各分野で活躍されている

方々にＳＳＧの授業へ随時お招きしてお話を聞くことができた。９月には新潟大学の教授及び大学

生から意見やアドバイスをいただくことで、研究内容の修正点や新たな課題が見つかり、それ以降

の研究に生かすことができた。 

さらに、施設見学やデータ分析、データ処理などについて、江風サポーターズや外部機関による

支援により、課題研究の充実を図ることができた。３月には研究成果について、全員がスライドに

よる口頭発表を実施（予定）する。 

 
４月～  テーマ設定、仮説、実践・実証 

４月   研究倫理講演会（講師：新潟薬科大学） 

５月   分野別講演会 

９月   大学教員・大学生による指導助言 

３月(予定)SSG・SSⅡ課題研究成果発表会（本校：口頭発表） 

＊月１回程度、SSG 担当者会議を開催し、進捗状況や今後の進め方などを確認した。 
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４ グローバルな視点をもったノベーション人材の育成（普通科理数コース及び普通科希望者） 
２学年の普通科理数コース全員と普通科希望者を対象として、海外提携校生徒等との交流によ

り、グローバルな視点をもったイノベーション人材を育成する。また、イノベーション人材に必要

な資質・能力に加え、英語活用力を含むコミュニケーション能力及びチャレンジ精神を育む。 

○江風グローバル研修（日本海・アジア文化圏交流） 

海外提携校（台湾：台中市立文華高級中等学校）との対面やＳＮＳによる交流、及び課題研究の

ディスカッション、発表会を実施した。また、ＪＩＣＡ研修員との異文化理解サイエンスワーク

ショップ、及び課題研究の指導・助言を受けることにより、国際的な視野の醸成にも取り組んだ。 

「江風グローバル研修」を希望した普通科生徒の課題研究内容は、文華高級中等学校の交流班が

扱うテーマと同じものとして課題研究に取り組んだ。類似するテーマについて研究することで様々

な角度からのアプローチや、多様な価値観、グローバルな視点で物事をみる能力などが養われた。

また、英語でのポスター作成、英語によるディスカッションを通して、専門的な研究内容を英語で

表現する能力が身に付いた。 

 

６月   文華高級中等学校来校 

10 月～   文華高級中等学校との交流（メッセージのやり取り・研究内容紹介） 

11～12 月  SSⅡ・SSG の課題研究と並行して英語スライド作成 

１月   希望生徒による文華高級中等学校訪問 

２月   JICA 研修員との交流①（異文化理解サイエンスワークショップ） 

     JICA 研修員との交流②（課題研究に関する英語によるディスカッション） 

３月(予定) 文華高級中等学校（台湾）とのオンライン合同発表会 

  

５ 授業改善に係る取組 
教職員研修「イノベーション人材育成シンポジウム」において、他校からも４名の教員が参加

し、本校 SSH 事業の目的や内容を教職員で再確認するとともに、本校の現状や課題への認識、本校

独自の課題研究データベースの活用法等の情報共有を行った。 
また、江風標準ルーブリックについて再検討するため、各グループに分かれて KJ 法による課題

や改善点を明確にし、ルーブリックの見直しについて議論を深め、今後の指導と評価の一体化に対

する意識を高めた。 
 
６ 科学技術人材育成に関する取組内容・実施方法 
○「次世代科学技術チャレンジプログラム（ＳＴＥＬＬＡ）」への参加 

新潟大学が実施する「次世代科学技術チャレンジプログラム（ＳＴＥＬＬＡ）」にエントリー

コースに７名の生徒が受講し（１年：女子５名、２年：女子２名）、新潟大学の教員と研究行うド

クターコースには３名の生徒が受講し（２年：男子１名、女子２名）、うち１名は JST 主催の「サ

イエンスカンファレンス 2025」において、受講生投票賞を受賞した。受賞した研究内容は３月に行

われるＳＳＧ・ＳＳⅡ課題研究成果発表会で校内の生徒に成果を発表（予定）する。 

また、ドクターコース受講者のうち２名は、新潟大学の事業であるインド研修に選ばれるなど、

科学技術人材育成に関する取組への積極的な参加が成果に繋がった。 

 

○取組・成果の発信 
本校のＨＰや note を活用することで、探究力育成プログラムの進捗状況や成果を可視化し、本

校の探究力育成プログラムを全国に普及させるとともに、校内記録としても利用している。note に

取組の活動や生徒の様子を逐一掲載することで、いつでもだれでも簡単に内容や状況を確認、振り

返ることができ、持続可能な事業に資するものとしている（令和８年２月現在 年間 28件掲載）。 

また、全校体制で課題研究に取り組んだ成果として、進学実績等をＨＰ等で外部に発信し、本事

業の効果を具体的に示す。 
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＜関係資料＞ 

１ 運営指導委員会 

第１回ＳＳＨ運営指導委員会 

１ 日 時 令和７年７月２５日（金）１５：５０～１６：５０ 

２ 会 場 新潟県民会館 リハーサル室 

３ 参加者 ＳＳＨ運営指導委員 

新潟県教育庁高等学校教育課職員 

新潟南高等学校職員 

４ 内容  

① 令和６ 年度ＳＳＨ事業（第Ⅳ期経過措置２ 年目）実施報告について 

② 令和７ 年度ＳＳＨ事業（認定枠）計画および実施状況について 

５ 協議 

・（全校生徒約 1,100 人が参加した新潟県民会館大ホールでの課題研究成果発表会について）迫力のある発表会と

なり、これから活動が本格化する１、２年生にも響いたと思う。 

・全体的には、難しい実験をやりがちになっていて、結果を得ることが難しくなっている班が多い。トライ＆エ

ラーの繰り返しが大切なこともわかるが、結論を導くためのステップが深く考えられていないように感じる。文

献を読んでいないために、最後までたどり着けていないことが残念である。 

・生徒は興味・関心がある身近なテーマを考えるとき、ニュースでよく聞く内容をテーマにしがちであり、難しい

ことをやりたがる。そうするとなかなか結果が出ないことが多い。結果が出なくても、思うようにいかないこと

を経験することも大事だと思う。 

・文献を読むことに尽きる。結果が既に出ていること、同じことをやっている。どこか一箇所でも違うことをやっ

てみることが大切である。 

・『make n の暗号への応用』は難しいテーマではあったが、一番成果を出した内容だった。暗号化の部分について

更に深めることができると良い。 

・“研究をさせたいのか” それとも、“研究をさせる過程を学ばせたいのか” 身につけさせたいもの、どこに力

点を置くのかについて明確にすべきである。 

・“わかっていること”と“わかっていないこと” の整理が必要であり、“わかっていないこと”からリサーチク

エスチョンへと繋げていく必要がある。研究を進めるにあたり、生徒は急ぐし、焦ってしまう。限られた時間の

中で、どうバランスをとるのか、教員がコントロール（誘導化）していく必要がある。 

・研究内容が、今の技術を“モデル化する”のではなく、“実用化する”方向にいってしまっていることが難しく

なっている原因の一つであると思う。 

・大学や企業、県のサポートを受けて、“新潟の若者をどう育てるのか”を考えていかなくてはいけない。 

・卒業生には市内で活躍している方も多い。それらの方々から支援をしていただくことも我々の仕事である。卒業

生の産業界で活躍している人の“こんなことをやりたい”という考え方を、次に繋げていくが大事である。 

・研究テーマについては、先輩の研究を引き継がせることも促した。『make n の暗号への応用』についても先輩の

研究を引き継いだものであった。結果的には11班中３班が引き継いだ。 

・研究・探究については、成果を出すことも大事だが、探究における試行錯誤も大切と考えている。 

・数ある制約のなかで“どこを身につけるのか”が大切となってくる。 

・データサイエンスについては、何かしら新潟大学も協力できる体制をつくりたいと考えている。 

 

 

（開催予定）

第２回ＳＳＨ運営指導委員会 

１ 日 時 令和８年３月１７日（火）１５：４０～１６：４０ 

２ 会 場 新潟県立新潟南高等学校 図書館２階 

３ 参加者 ＳＳＨ運営指導委員、新潟県教育庁高等学校教育課職員、新潟南高等学校職員 
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２ 教育課程表 

新潟県立新潟南高等学校

普通科
普通科

理数コース

普通科

文系

普通科

理系

普通科

理数コース

現代の国語 2 2 2

言語文化 2 3 3

論理国語 4 3 2 2

文学国語 4

国語表現 4

古典探究 4 3 3 3

地理総合 2 2 2

地理探究 3 3 2 2

歴史総合 2 2 2

日本史探究 3 3 2 2

世界史探究 3 3 2 2

公共 2 2 2 2

倫理 2

政治・経済 2

数学Ⅰ 3 3 3

数学Ⅱ 4 1 1 3 3 3

数学Ⅲ 3

数学A 2 2 2

数学B 2 2 2 2

数学C 2

数学総合Ⅰ

数学総合Ⅱ

物理基礎 2 2 2

物理 4 2 2 4 4

化学基礎 2 2 2

化学 4 　2 　2 4 4

生物基礎 2 2 2

生物 4 2 2 4 4

総合理科 2

総合化学

総合生物

体育 7-8 2 2 2 2 2

保健 2 1 1 1 1 1

音楽Ⅰ 2 2 2

美術Ⅰ 2 2 2

書道Ⅰ 2 2 2

音楽Ⅱ 2

美術Ⅱ 2

書道Ⅱ 2

英語コミュニケーションⅠ 3 4 4

英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 4

英語コミュニケーションⅢ 4

論理・表現Ⅰ 2 2 2

論理・表現Ⅱ 2 2 2 2

論理・表現Ⅲ 2

家  庭 家庭基礎 2 2 2 2

情報 情報Ⅰ 2 2 2 2

江風ＳＳⅠ 1

江風ＳＳⅡ 2

江風ＳＳⅢ

江風ＳＳＧ 1 1

32 33 32 32 33

ホームルーム 3 1 1 1 1 1

3 1 1 1 1 1

34 35 34 34 35

〔備考〕

(1)

(2)

普通科は２学年より文理分けをする。

「ＳＳＨ」は学校設定教科である。

総合的な探究の時間 1 1 1

履修単位数合計 34 34 35

教科科目単位数計 32 32 33

特別活動 1 1 1

2 2

学校設
定教科

SSH 1

外国語
4 4 4

2

保健体育
3 3 3

芸  術

理  科

2

2

数  学

5 5

2 2 2

2

2

3 3 3

3 3 3

5 5

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国語
3 2 2

4 3 3

地理歴史

3 3 3

公  民 3

令和５・６・７年度入学生　教育課程表

教科 科目
標準
単位

1年  ２年 ３年
普通科

文系

普通科

理系

普通科

理数コース
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新潟県立新潟南高等学校

普通科
普通科

理数コース

普通科

文系

普通科

理系

普通科

理数コース

現代の国語 2 2 2

言語文化 2 3 3

論理国語 4 3 2 2

文学国語 4

国語表現 4

古典探究 4 3 3 3

地理総合 2 2 2

地理探究 3 3 2 2

歴史総合 2 2 2

日本史探究 3 3 2 2

世界史探究 3 3 2 2

公共 2 2 2 2

倫理 2

政治・経済 2

数学Ⅰ 3 3 3

数学Ⅱ 4 1 1 3 3 3

数学Ⅲ 3

数学A 2 2 2

数学B 2 2 2 2

数学C 2

数学総合Ⅰ

数学総合Ⅱ

物理基礎 2 2 2

物理 4 2 2 4 4

化学基礎 2 2 2

化学 4 　2 　2 4 4

生物基礎 2 2 2

生物 4 2 2 4 4

総合理科 2

総合化学

総合生物

体育 7-8 2 2 2 2 2

保健 2 1 1 1 1 1

音楽Ⅰ 2 2 2

美術Ⅰ 2 2 2

書道Ⅰ 2 2 2

音楽Ⅱ 2

美術Ⅱ 2

書道Ⅱ 2

英語コミュニケーションⅠ 3 4 4

英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 4

英語コミュニケーションⅢ 4

論理・表現Ⅰ 2 2 2

論理・表現Ⅱ 2 2 2 2

論理・表現Ⅲ 2

家  庭 家庭基礎 2 2 2 2

情報 情報Ⅰ 2 2 2 2

江風ＳＳⅠ 1

江風ＳＳⅡ 2

江風ＳＳⅢ

江風ＳＳＧ 1 1

32 33 32 32 33

ホームルーム 3 1 1 1 1 1

3 1 1 1 1 1

34 35 34 34 35

〔備考〕

(1)

(2)

令和６・７・８年度入学生　教育課程表

教科 科目
標準
単位

1年  ２年 ３年
普通科

文系

普通科

理系

普通科

理数コース

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国語
3 2 2

4 3 3

地理歴史

4 3 3

公  民 4

4

4 3 3

4 3 3

5 5

理  科

2

2

数  学

5 5

2 2 2

2

2

保健体育
3 3 3

芸  術

教科科目単位数計 32 32 33

特別活動 1 1 1

2 2

学校設
定教科

SSH 1

外国語
4 4 4

普通科は２学年より文理分けをする。

「ＳＳＨ」は学校設定教科である。

総合的な探究の時間 1 1 1

履修単位数合計 34 34 35
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３ 課題研究・探究活動テーマ一覧 
 
江風S S Ⅲ（ ３ 年生・ 普通科理数コ ース ）

分野 課題研究テーマ

1 数学 組合せゲーム理論における 必勝交替について

2 数学 ma ke  n  の暗号への応用

3 物理 液状化と 住宅基礎の関係

4 物理 風力発電の効率化

5 化学 災害時に使える 非常用電池

6 化学 機能性塗料によ る 湿度の計測と Ma gne t ic boa rd

7 化学 木材の変色反応と 脱色

8 化学 も みがら 活性炭で水質浄化

9 生物 プラ ナリ アの再生に要する 時間解析 ～温度によ る 差異～

1 0 生物 イ シク ラ ゲの窒素固定を利用し た植物の育成法

1 1 生物 ク モの糸の性質

江風S S Ⅱ（ ２ 年生・ 普通科理数コ ース ）

分野 課題研究テーマ

1 数学 カウ ント Ｎ の必勝法

2 数学 折り 紙でいろいろな数を表す

3 物理 雪に強い柱の構造

4 物理 マグヌ ス 効果によ る 植物の種子の飛行

5 化学 ロ ッ シェ ル塩が繋ぐ 結晶と 電気

6 化学 新潟の規格外品青果を活用し た発酵・ 抽出によ る 化粧水開発

7 化学 入浴剤によ る 金属腐食について

8 生物 アニサキス やっつけ隊　 ～家で魚を安全に食べよ う ～

9 生物 甘さ と 短期記憶　 ～打糖！！甘党～

1 0 生物 身近な有毒生物の毒の利用法

1 1 生物 イ シク ラ ゲの肥料における 活用について  
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江風S S G（ ２ 年生・ 普通科　 文系理系）

人文（ 文学・ メ ディ ア・ 歴史・ 芸術）
班 課題研究テーマ

1 学生の読書離れはなぜ進んでいる のか
2 音楽と 小説はお互いにど のよ う な影響を及ぼし てき たのか
3 なぜ欧米の文化が入ってき たのに日本人の価値観はおく ゆかし いのか
4 なぜ人はSNSに投稿する のか
5 テレ ビを盛り 上げる ためにはそう すれば良いのか
6 ど う し たら 良い文章を書ける か
7 なぜ日本語は他言語と 比べ一人称の表現が多様になったのか
8 精神障害を も った人を減ら すには
9 ト ラ ブルを なく す情報発信の仕方と は

行政・ 法学
班 課題研究テーマ
1 0 日頃から でき る 地域での効果的な防災は？
1 1 ど う すれば新潟への流入を増やせる か
1 2 新潟の魅力を伝える には？
1 3 Ｓ Ｎ Ｓ の自由をど のよ う に制限すれば、 誹謗中傷を減ら せる のか
1 4 知ら ず知ら ずのう ちに犯罪に関わる こ と を防ぐ ためには
1 5 法律が変化し ている 今、 校則は変えなく て良いのか
1 6 法律が歴史にと も なってど のよ う に変化し 、 なぜ法が欠かせないも のと なっている のか。
1 7 法は本当にすべて人を平等に守っている のか
1 8 少子化を抑制する ためにはど のよ う な支援が必要か
1 9 人口減少を 止める にはど う し たら 良いか
2 0 時間的な子育て支援をすれば、 子供の数が増える のではないか
2 1 部活動の義務化はど う なっていく べき か
2 2 若い世代の投票率を上げる には、 ど う し たら よ いか？
2 3 学習用ｉ pa dの配付によ り 実際に学力に良い影響を与えている のか

統計・ 情報・ プロ グラ ミ ング
班 課題研究テーマ
2 4 地域の影響を受けやすいコ ンビ ニ商品は何か
2 5 レ ンタ サイ ク ルの1 回あたり の利用料金を減ら す方法
2 6 新潟市の財政をよ く する には
2 7 ど う し たら 新潟市がラ ーメ ン消費量ラ ンキング全国一位になる か
2 8 食品の生産量と 飢餓の少なさ は比例し ている か
2 9 プロ グラ ミ ングを活用し て投票率を改善する には
3 0 南高校を舞台にし たゲームを作る こ と で、 楽し みながら 南高校を 知っても ら える のではないか

医療・ 看護／福祉／健康
班 課題研究テーマ
3 1 手洗いのと き に石鹸に代用でき る も のは何か？
3 2 少子高齢化や医療の発展によ る 医師の負担を軽減する には
3 3 食品の価格上昇は人の健康にど のよ う な影響を与える のか
3 4 心が体に及ぼす影響と 自分の心と の付き 合い方
3 5 安心し て飲める コ ーラ を作ろう ！
3 6 医療と メ ンタ ルヘルス のつながり と は？～最新技術の利用～
3 7 日本で放射線治療を広く 普及さ せる には？
3 8 ど う すれば少子化の進行を遅ら せる こ と ができ る か
3 9 医療機関の負担を軽減する には？

物理・ 工学・ 建築
班 課題研究テーマ
4 0 ど のよ う にし たら 楽に椅子を持てる のか
4 1 風力発電において一番効率のいい羽の形は？
4 2 生活で自分たちで少し の電気を 生み出すには
4 3 翼や重心の位置はど のよ う に飛距離と 関わっている か
4 4 心柱の長さ で耐震の強度に変化はある のか？
4 5 津波がき ても 倒れない建物と は？
4 6 コ ス パよ く 強度を確保でき る イ ス の構造はど のよ う な形か
4 7 集中力が続く には、 ど のよ う なデザイ ンの環境が良いのか
4 8 災害に強い都市構造と は
4 9 1 5 平均律音階は周波数の規則の関係で、 他の音と の協和音はど う なる のか  
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江風S S G（ ２ 年生・ 普通科　 文系理系）

化学
班 課題研究テーマ
5 0 果物を使った銀鏡反応
5 1 肌に優し い化粧品と は？
5 2 酸化防止作用について～酸化する ま での時間をのばすには～
5 3 食品の保存～食べ物を長く 保存する には？～
5 4 チョ ーク の再生
5 5 カゼイ ンプラ ス チッ ク で食品サンプルを作ろう

生物・ 農学・ 自然環境
班 課題研究テーマ
5 6 日本の森林
5 7 魚と 音楽の関係について
5 8 有機農業の生産を安定さ せる にはどんな方法がある のか
5 9 鳥の声を利用する こ と で鳥の行動を制御でき る か

マイ プロ ジェ ク ト
班 課題研究テーマ
6 0 翡翠と いう 天然資源を地域産業に活かし ながら 、 自然環境をどう 守っていく か。
6 1 ど のよ う にし たら 自分を好き になれる のか。
6 2 法律の内容の違いにはど のよ う なも のがど んな影響を与えている のか。
6 3 「 性別における 多様性」 って何？
6 4 ど う すれば自分の意思でス マホをコ ント ロ ールでき る か？
6 5 教師の総数が減少し ている 今、 子供を正し い方向へ伸ばし ていく にはどう すればよ いか。
6 6 一人一人の違った個性や悩みをも つ人たち同士が生活する 上で大切なこ と は？
6 7 ①学校を楽し く する ためには？ ②学ぶこ と を楽し く する ためには？
6 8 新潟の米農家の収入を増やすにはどう し たら よ いか
6 9 地理→歴史→政治の流れについて
7 0 アルビ 、 アルビ レ ディ ース の知名度を高め、 観客数を増やし 、 サポータ ーを増やすには？

ス ポーツ ・ ビ ジネス プラ ン・ 経営学
班 課題研究テーマ
7 1 負けないチームを作る には？
7 2 ケガをし ない体になる ためには？
7 3 筋肉量と 運動パフォ ーマンス はど のよ う な関係がある のか
7 4 地元のス ポーツ を多く の人に周知、 多様な人に身近に
7 5 高校生に投資を普及さ せる にはど う すればいいか？
7 6 生徒が欲し いも のと は。
7 7 独居老人の孤独緩和と 健康維持について
7 8 学生のニーズに答えら れる よ う な商品を開発する には？

ま ちづく り ・ 国際
班 課題研究テーマ
7 9 多世代で未来のま ちについて考えても ら う にはどんなアプロ ーチが有効か
8 0 未来につながる 古町
8 1 古町の魅力をZ世代に知っても ら う には？
8 2 新潟の環境への意識を向上さ せる には？（ ごみ問題）
8 3 古町イ ベント 企画・ 発信
8 4 フ リ ーペーパー（ レ ト ロ シティ 古町）
8 5 会話で使える 英語力
8 6 新潟の国際交流イ ベント
8 7 外国人にと って暮ら し やすい新潟と は

江風S S G（ ２ 年生・ 普通科　 江風グロ ーバル研修参加者）
班 課題研究テーマ（ SDGs）

9 1 ラ ーメ ンのス ープを健康や環境に配慮し ながら 楽し む方法はある のか。
9 2 フ ェ アト レ ード を普及さ せる ために私たちにでき る こ と は何か？
9 3 ス ラ ムツーリ ズムについて世界中の人々に知っても ら う こ と 。
9 4 生活の違いに関し て知り 、 お互い二理解する にはど う すればよ いか。
9 5 自分の国籍外の国でも 安心安全に過ごせる 社会にする には？  



- 12 - 

江風探究ユニッ ト （ １ 年生普通科・ 普通科理数コ ース ）

行政・ ま ちづく り
班 探究タ イ ト ル

A 消費税率を変えた時に起こ る こ と ？〜丁度良い消費税を目指し て〜
B  SNSの活用で、 地域の魅力 発信をでき る のでは？〜過疎地域の居住者を増やそう ！！〜
C 人々の防災意識はど う すれば高めら れる か？
D  ど う すればみんなに新潟の良いと こ ろを知っても ら える か？〜新潟のイ イ ト コ 〜
E  選挙の投票率を上げる にはど う すればよ いか？〜人々がま ちの行政に積極的に関わる 未来〜

F  ど う し たら ポイ 捨てを減ら すこ と ができ る のか？ 〜綺麗な街を目指し て〜
G  新潟の魅力発信力を高めていく には？SNS活用で知名度の上がった新潟へ〜
H  新潟県民に興味を持っても ら える よ う な魅力は何か？〜都市部に負けない街を作る ために〜

I AIを駆使し た活性化を目指す〜新潟を全国へ〜
J 子ど も が安全に暮ら せる 社会をつく る ためには何が必要か？
K 祭り が作る コ ミ ュ ニティ と は？
L ど う すれば少子化を解消でき る か？〜活気あふれる 社会を目指し て〜
M  ど う すればポイ 捨てをなく すこ と ができ る のか？〜綺麗な新潟を目指し て〜
N  ど う し たら ス ト レ ス フリ ーな通学を実現でき る か〜新潟の活性化を目指し て〜
O  ど のよ う な街になればさ ら に暮ら し やすく なる か？〜子供から 高齢者ま で暮ら し やすい最強の新潟〜

P  防災の意識を高める にはど う すればいいか？〜みんなの防災の意識を 高めて幸せな社会を 守る 未来〜

Q  ど う すれば信号のない横断歩道で車が止ま ってく れる か？〜住みやすい新潟を作ろう 〜
R New 潟アッ プデート 計画
S  ど う すれば新潟の魅力を発信でき る のか？〜新潟の新たな魅力の発見を目指し て〜
T ど う し たら ゴミ を減ら せる か？〜ゴミ 拾いの意識をあげよ う 〜
U 若者が活躍でき る 未来〜全ての世代に愛さ れる 新潟を目指し て〜
V  自転車事故を減ら すにはど う すれば良いか？〜自転車の交通マナー向上を目指し て〜
W  ど う れすば駅で外国人が困ら ないか〜みんなが困ら ないために〜
X   食べ物や駅周辺だけでない新潟の魅力を 広める ためにはど う すれば良いか？〜祭り から 広げる 可能性〜

Y  進学のための中高生への支援について〜若者が経済面で不自由なく 将来望んだ道に進むためには〜

Z  ど う すれば人と の関わり が増える のか？〜自慢でき る 地域社会をつく る ！〜
AA  日本人の睡眠時間を適切にする には？〜睡眠不足社会から 抜け出すために〜
AB  ラ ス ト ワ ンマイ ル問題を解決する には？〜よ り 過ごし やすい新潟を目指し て〜
AC  信濃川を綺麗で環境に優し い川にする には〜ゴミ 拾いは環境保全の第一歩〜
AD  その一手が未来を変える ！〜ど う すればゴミ の分別が正し く 行われる か〜

企業（ 企画・ 開発・ 起業）
班 探究タ イ ト ル

A  キャ ッ シュ レ ス 決済と の上手な付き 合い方と は？〜現金と キャ ッ シュ レ ス 決済が無理なく 共存する ためには〜

B  貯金だけじ ゃも ったいない！〜投資の世界で高校生に可能なこ と は〜
C  ど う すれば新潟によ り 人が集ま る のか？〜人がよ り 集ま って話題性のある 新潟へ〜
D   どう すれば農産物を使った商品で新潟の地域をおこ すこ と ができ る のだろう か？〜農産物を使っ た商品で地域おこ し

E  新潟市の人々が生活に求めている こ と は何か？〜よ り 過ごし やすい新潟市へ〜
F  動物によ って人間はどう 変化する か？〜動物と 関われば心身に良い変化がある のではないか〜

G 新潟のお菓子を広める には？〜南校生を笑顔に〜
H  新潟の特産品の魅力を知っても ら う にはど う し たら 良いか？〜笑顔溢れる 新潟を目指し て〜

I 高校生の悩みを解決する 商品と は？~生活を改善する ためには~
J  ど う すれば新潟の経済は盛り 上がのか？〜若者を惹き つける 新潟を目指し て〜
K 協力でき る 地域環境をつく る には？〜強力な協力をつく ろう 〜
L ど う やったら 購買意欲は向上する のか？〜距離と 売り 上げの関係〜
M  お米の消費量を上げる には？〜も っと 食べよ う ！お米の魅力再発見！〜
N  地域資源をど う 活用すれば地域を活性化でき る か？〜地域愛あふれる ま ちへ〜
O  高校生の日常生活によ る 負担はど う すれば改善でき る か？〜過ごし やすい日本を目指し て〜

マイ プロ ジェ ク ト （ 実践型探究）
班 探究タ イ ト ル

A パフ ォ ーマンス の向上？〜質の高い人生を目指し て〜

B 子供達に食べる 幸せを～新潟中に美味し いの輪を広げたい～

C 効率を学力に変える 〜勉強の極意〜
D 自分の目指す走り と は？〜走り の極意〜
E ねこ と く ら す〜地域猫と の共存〜
F  ど う すれば自分の強みを最大限出せる か？〜将来社会で生かすために〜  
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江風探究ユニッ ト （ １ 年生普通科・ 普通科理数コ ース ）

医療
班 探究タ イ ト ル

A 紫外線と 健康の関係〜紫外線で起こ る 病気を減ら すために〜
B  どのよ う な食生活をすれば健康寿命を伸ばせる のか？〜平均寿命と 健康寿命を近づけら れる 未来〜

C  保護者の運動習慣はど う なっている のか？～身近な人の健康を目指し て～
D  高校生の悩みと は、 それを解決する には？〜ちょ っと でも 心が軽く なる 生活へ〜
E   どう し たら 少子高齢化が進む中、 医療界の人手不足を解決でき る のか？〜医療界の安定を目指し て〜

F  ど う し たら 健康診断の受診率があがる か？〜みんなが健康に過ごせる ために〜
G  花粉症を軽減さ せる にはど う すればいいか？〜花粉に困ら ない生活〜
H  どう すれば新潟県の医療従事者の人手不足を解消でき る か？〜持続可能な医療体制を目指し て〜

I  オーバード ーズをする 人をゼロ にする には？〜すべての人が楽し く 健康に暮ら せる 未来を目指し て〜

J  少子高齢化によ る 医療の逼迫改善～のびのび心やすら ぐ 子育てCity～

K  安楽死の制度化は日本社会にと って望ま し い選択肢か？〜世界と 比較し た日本の終末期医療について〜

L 医療 w ith  AI 〜医療を活性化さ せる ために私たちができ る こ と 〜

M  食事によ って睡眠の質を上げる には？〜睡眠に関する 悩みのない未来〜

N 健康になろう ！〜心拍数を下げて集中力を高めよ う 〜

O  救急、 ど う レ ス キュ ー？〜必要な人が躊躇せずに救急車を呼ぶこ と ができ る 社会〜

P 目を大切に〜視力低下を防ぐ 〜

グロ ーバル（ 平和・ 観光・ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ）
班 探究タ イ ト ル

A   どう すれば高校生の放課後や休日の友達や家族と 過ごす時間が楽し いも のになる のか？〜高校生の充実を目指し て〜

B  ど う すれば無駄になる ゴミ の量を減ら せる のか〜学校から 変える ゴミ 分別〜
C   SNSは戦争にどのよ う に影響を与える のか〜S NS を通じ てのムーヴメ ント によ り 、 戦争を 抑止する こ と はでき る のか？〜

D ど のよ う にし たら 海のごみの量を抑えら れる のか？〜海をき れいに〜
E ど う すれば食に興味を持っても ら える か？〜食品ロ ス ゼロ への道〜
F  どう し たら 文化の違いによ る 差別を減ら すこ と ができ る のか？〜互いの生活や文化に理解を持と う 〜

G  ど う すれば環境問題に対する 意識を行動に移せる か？〜誰も が住みやすい新潟市へ〜
H  経済格差を小さ く する には？〜世界中の人々が平和で安全に暮ら せる 社会〜
I  新潟市の海のプラ ス チッ ク ゴミ を減ら すにはど う し たら 良いか？〜ポイ 捨て0 を目指し て〜

J  世代間の偏見をなく し ていく ための最善の方法と は？〜最善の方法を求めて〜
K  新潟市に来た外国人が快適に過ごすためには？〜新潟に多く の外国人が来る 未来〜
L ど う し たら 新潟の海がき れいになる のか？　 〜新潟の海ごみ削減へ〜
M 温室効果ガス を削減する には？〜メ タ ンガス の削減・ 活用～
N ど う し たら フ ード ロ ス を減ら せる か？〜人々の意識は？〜
O 差別と ど う 向き 合う か？〜平等な社会を目指し て〜
P SDGsの意識を高めても ら う には？〜綺麗な南高を目指し て〜
Q ゴミ を減ら すには？　 〜気持ちの良い環境づく り を〜
R  ロ ス フ ラ ワ ーを減ら すには？〜ロ ス フ ラ ワ ーを減ら し 、 新潟の経済・ 環境状況を改善する 〜

S  ど う し たら 犬や猫を捨てないよ う にでき る か？　 〜動物の幸せのために〜
T  悩みを相談し やすく する には？〜自ら 命を絶つ人が減る 社会を目指し て〜

メ ディ ア・ 出版
班 探究タ イ ト ル

A  本をも っと 気軽に身近に感じ ても ら う には？〜南高生の読書率を上げる 〜

ス ポーツ
班 探究タ イ ト ル

A  ど う すれば怪我はを防げる のか？〜怪我なく 練習を積むこ と ができ る ために〜
B  どう すればス ポーツ で南高を盛り 上げる こ と ができ る か？〜南高生が運動に触れる ために〜

C ス ポーツにおける デジタ ル活用？〜技術を向上さ る ために〜

アート
班 探究タ イ ト ル

A 音楽やメ イ ク などのアート で前向き になったり 自己肯定感を上げる ために何ができ る だろう ？

B  アート に対する 壁をなく すためには？〜アート を身近で楽し いも のに〜
C 音楽が人に与える 影響と は？〜心と 体への効果を読み解く 〜
D 目を惹く 構図を作る には？ 〜多く の人に読ま れる  ポス タ ー制作〜
E 音楽は人にど のよ う な影響を与える のか？
F バズる 音楽と はなにか？〜過去から 未来を予測する 〜  


